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治療構造

フロイト『分析治療の開始について』(1913)
精神療法をチェスのゲームに例えている
治療の過程：ゲームそのもの
治療構造：ゲームの進め方を規定する諸条件

小此木『治療構造論序説』(1990)
外面的治療構造

治療者・患者の数、場面の設定、空間的配置、
時間的構造、治療料金、通院か入院か

内面的治療構造
治療契約、面接のルール、秘密の保持、
禁欲規則など
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対象の特徴
(治療的かかわりの難しさ）

行動化
考える代わりに行動する(行動で“考える”）
行動化しなければ扱うものがない？

動機づけ
“治療動機の欠如”
非行行為の意味は

環境
生育環境：支持環境の乏しさ
治療環境：“強制力”、ある種の拘禁反応としての

施設内適応や離脱
→抱える環境としての治療環境の重要性
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治療構造

小此木『治療構造論序説』(1990)
治療者が意図的に設定するもの

治療者の意図を超えて与えられたもの

治療経過中に自然に形成される治療構造

心的世界における治療構造

治療構造に対する転移

逆転移と治療構造
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